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1-（1）はじめに 

  

土地利用の基本方針には、計画的に都市化を図るべき市街化区域と市街化を抑
制すべき市街化調整区域とに区分して多様な都市生活や都市活動を支えるため
に制定されています。市街化区域は都市機能の適切な配置を促進するために農
地の減少が余儀なくされており、都市農地での農業生産はますます厳しくなっ
ています。市街化調整区域についても市街化や開発を抑制することが重要です
が、バブル期以降も安価な土地を求めて無秩序な開発が進んでいる地域もある
のが現状です。 
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名古屋市では、土地区画整理事業にて宅地整備され、農地も小規模に点在し
ている地域が多く見受けられています。そのような地区の農地では、基本的
には生産基盤事業や近代化事業などの水田農業施策が困難となり、宅地並み
課税により宅地供給を促進することとなっていた。 

しかし、都市農業の公益性などから、市街化区域内の農地に対しても一定の
条件（利用方法とその期間など）を満たす農地については1974年8月施行
の生産緑地法による生産緑地制度に基づき、農地維持している地域も残され
ています。 
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ＪＡなごやの管内には、市街化調整区域も残っています。圃場整備がな
されている水田での米作りや、施設園芸、露地栽培も積極的に取組んで
います。 

高齢化の進む農家世帯にも情熱や意欲を持った青年農業者も以前よりは
徐々に増えています。厳しい環境での都市農業の抱える問題をこれから
地域の人々と共存し次世代へ伝えることが我々の役目として名古屋市の
実態を以下のとおり紹介します。 
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①生産概況
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ha 千本 ―
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1-(2)名古屋市の農業概況

自　給　率作付面積(延)
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39

(平成21年度)
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②農家戸数 (平成22年度農地基本台帳)

6744 663 157 42 17 8

戸 戸 戸 戸 戸

3,823 6,841 7,369 14,210 2,186

人 人 人 未満戸 戸 戸

1ha 1.5ha 2ha 2.5ha 3ha 以上

～ ～ ～ ～
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～ ～ ～

50a 1ha 1.5ha 2ha 2.5ha 3ha

名古屋市の農業概況

区
　
分

農家数

農家人口 経営面積規模別農家数

男 女 計 10a 30a

0

2

4

6

8

10

12

14

16

単
位
：
千

 

②農家戸数グラフ 

29% 

10% 

9% 

2% 

50% 

農家数 
10ａ～30ａ 30ａ～50ａ 50ａ～1ha 

1ha～1.5ha 1.5ha～2ha 2ha～2.5ha 

2.5ha～3ha 3ha以上 合計 

5 



③農地面積

1,066 4,152

a a a

84,400 61,926 146,326 81,313 60,861 142,174 3,086

a a a a a a

田 畑 計 田 畑 計

(平成22年度農地基本台帳)

区
　
分

経営面積 自作地 小作地

田 畑 計

③農地面積グラフ 

58% 

42% 

経営面積 田（a） 経営面積 畑（a） 

57% 

43% 

自作地 田（a） 自作地 畑（a） 

74% 

26% 

小作地 田（a） 小作地 畑（a） 
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①指定及び除外 (平成22年度)

約320.26

地区数(団地) 筆数(筆) 面積(ha)

指　定　(a) (十4) (十10)

変　　更　　前 2,157 7,020

除　外　(b) (－50) (－219) (－9.69)

(－9.45)

変　　更　　後 2,111 6,811 約310.81

変
更

(a)　―　(b) -46 -209

(十0.24)

生産緑地地区の指定

転用目的別農地転用面積

64.0 60.6 ― 60.6

― ― ― ―

合  計 67.9 ― 67.9 64.0 ―

― ― ― ―

その他 ― ― ― ― ―

22.0 22.3 ― 22.3

植林 ― ― ― ― ―

― ― ― ―

その他の建
物施設用地

22.9 ― 22.9 22.0 ―

― ― ― ―

鉄道・道路
水路敷等

― ― ― ― ―

― ― ― ―

公園・運動
場等用地

― ― ― ― ―

1.4 1.1 ― 1.4

学校用地 ― ― ― ― ―

40.6 37.2 ― 37.2

工鉱業用地 1.5 ― 1.5 1.4 ―

小計

(ha)

農地法
4・5条
による
転用
　(ha)

農地法
によら
ない転
用

　(ha)

小計

(ha)

住宅用地 43.5 ― 43.5 40.6 ―

　年次･事項 平成１９年 平成２０年 平成2１年

用途

農地法
4・5条
による
転用
　(ha)

農地法
によら
ない転
用

　(ha)

小計

(ha)

農地法
4・5条
による
転用
　(ha)

農地法
によら
ない転
用

　(ha)
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事項

箇所 区画 面　積 箇所 区画 面　積 箇所 区画 面　積

区名 　数 数 ㎡ 　数 数 ㎡ 　数 数 ㎡

千　種 ― ― ― ― ― ― ― ― ―

北 1 30 932 1 34 958 17 377 11,750

西 1 35 1,000 ― ― ― 9 147 4,252

中　村 2 68 2,152 3 77 2,069 8 171 3,845

瑞　穂 ― ― ― 2 55 2,127 ― ― ―

中　川 1 25 713 6 244 5,473 14 238 6,115

港 1 25 1,000 4 73 1,990 3 67 1,515

南 ― ― ― 1 26 846 6 192 5,161

守　山 2 56 1,911 3 123 6,006 6 104 2,855

緑 1 42 1,908 3 67 2,053 3 266 6,701

名　東 ― ― ― 2 104 3,506 ― ― ―

天　白 5 169 7,358 6 174 4,000 3 134 4,558

計 14 449 16,974 31 977 29,028 69 1,696 46,752

注1)「その他市民農園」は、「コミュニティ農園」、「分区園」、「市民菜園」、「農家開設型市民農園」である。

注2)「農協菜園」には、「市民小菜園」を含む。

(平成22年8月現在)

市民農園設置状況

憩いの農園 その他市民農園 農協菜園
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番号 支店名 

◎ 本店 

1 代官町支店 

2 守山支店 

3 守山東支店 

4 志段味支店 

5 楠支店 

6 味鋺支店 

7 蒲喜支店 

8 平田支店 

9 小田井支店 

10 山田東支店 

11 日比津支店 

12 稲葉地支店 

13 岩塚支店 

14 野田支店 

15 中川中部 

16 一柳支店 

17 下之一色支店 

18 五反田支店 

19 富田支店 

20 南陽町支店 

21 南陽町東支店 

22 小碓支店 

23 善進支店 

24 稲永支店 

25 桜支店 

26 港東支店 

27 南支店 

28 鳴尾支店 

29 大高支店 

30 千種支店 

31 猪子石 

32 猪高支店 

33 高針支店 

◎ 本店 
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